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闇務剤鶴起その周辺職船をめ鴬ゆ愚雑感  
』層室田瀾道晃  
文化遺産の社会との整合性   
雛形文化遠慮が生き残るために姦策だと思われる三つぽ〕条件のうち、欝＝一山の淘 継承する捌ニ  
「やる気＿j をおこさせるか、第ニグ〕、素材や基礎となる技術ダ）保証があるかにつ♭もてノち 許一望星』  
連載の第2ユ桓i（2㈲7卑9月別 に事例を拳をデて検討し差：。それを受けて鴇 雛三の条件とLて尊墨ず  
た、そび摘を形文化遺産が生きてきた社会との関係が、、硯在も整骨性をもっているかという問題  
を考えよう。   
す【社会との整翻塗」は、広い意味では鰐肘・一句 第二の条件にあ通じる。軒ぞ・も勺「社会と椚壁漕  
性り妻が直接の形で関越イヒしている例として、西アフリカ瀾旧モシ三藍国の、王朝敷を「語る」太  
鼓ことばに〆○いて述〆ぺた（連戦第ユ7臥訂望星』2湘7年5月号）。今回は㌔『望星』遵戟の欝諾わ回  
撼描攣牒月登1で触れた∴雪報飢顔許新設鍔「民俗技術＿トに掛違され美3明雄巨一つ「津軽藤娘及  
は び周辺地撼における和船製作技術州」いわむ誹るトムダⅤ接ぎ」の技術で作られた和船濠一中心に、  
「▼社会との整合性＿j を考えてみたい。一．現在のⅢ率では全般に、強了たプライスサ、ブタ船が安価で、手  
先れが簡勝という便宜さから、和船をこ取って代わりつつある。だが、以下の記述と検討からも  
明らかなようにぅ ある技術の「社会との整合性＿j を箆㌦痛手開梱で問う㈹は、歴史的展望汐）嘩諸で、  
その技術の生成と変化を考えることでもある。   
ムダⅤ接ぎ船場を域巨・例である、執り船と接欝’船が）技術の系譜と混緒は、この連戦の叩【濁し  
た諷凝、非弥生糸激化を基盤とする rもうひと一≠翻闇率」椚探索、補選戌瀧凄アイ深意廉澤磯  
続性もおよぴアイヌ文ノ化と琉球文才ヒ㌘う基闇に見出登れる基漸生「の探究とも丸う．卓：からタも旬かねて  
から私ほ関心があった。2扮n7年7月に北海道と東北電力所で、いま常数盈な技術と効ヨ諮の継承者  
である船東工さん童丸を訪ねてうかがったお請から考えたことを、まだ整理されて‰ちな㌔′笥がb  
以下に記して問凝職所在を自浄でも知り、読者からの批半腔牒痴確仰ぎか朽   
今度お訪ねーした船二転工さんはゝ、ムダマ■接ぎの技術汐）乾級グ）継承者と転1われて♭、る函館の平石  
■ 健悦さんと下北半島凍適滑経ぎ糠の安藤清蔵萎ん旬 ふダマ接ぎ船と同種鰐）接ぎ合わせ機船カ、ブコ  
船の技術保持者である、岩手県太平洋岸濃蘭端大船渡の泰郎雄さん、慶最年間伊達政宗が支倉  
常長をロゎー－マに派遷するた捌ニ、深ペイ：〆メ㌦技師の指導によってE幡で初めて遜らせた太塑竜  
骨船サン′坤フアン鴻パウチノ『鼠夕替を複元したとき、和船糾弾船の技術をもつ船東エとして活  
躍した、宮城輿石巻の芳賀亨澄ん、の4Åだ。   
石巻では、宮城県慶長使節船ミュージアム、通称サン・フアン館も訪ねて復元船を見学し、  
※神奈川東学日本常民文化研究所客員研究農  
－一－－・83－【   
平成5年に完‾jグした援元作業を指導した造船技師常圧憾之助さんが、『日本造船学会誌製 に平成6  
年から10年にかけて2i回避敬した、和洋の造船技術につ㌦ゝてグ）難聴深い指摘を含む論文も読み、  
あとで常滑澄んと電話でお話し尋もし、疑閑。酎こついて敢えていただくことができた。   
：」：■．∴  
剖り船、そして木の撲の接ぎ船   
私の駆け足調査の結果を述べる前に1ゝ執り船の系譜を概観しておきたい。この問題について  
は＿、民俗学者石塚尊健さんの調査成濃の養成『民俗資料による劉船の研究 － ソリニアいモロ  
タゆ 巨費ドを息張として 叫』（且96粉年、日本民家集落博物館）が、基礎となる展望を・与えて くれ  
‰∴舶陰を掛心たLて愛国に及んだ民俗調登をもとに、ふダマ蔵ぎ船からサパこまでを視野に  
収めて、おり鴇 だがとくに若狭清沿岸から島根、隠岐にかけての劉かブ船、ツリコとトモドについ  
では鴇製作二に程につもうての資料も提示している。この研究で、私がとくに興味を引かれるのは、  
次職3薫だ。   
∈ユ）民俗資料による限かプ、執り船は岩手県以北の太平洋沿岸と、山形県を除く青森県から  
Li」［ヨ県慧で嘩日本海音鎗岸と南西諸島に、集中して認められる。き   
掩う 対偶潤三億灘胞儀一】・滞のドプネから、若狭湾沿岸地帯汐）マルキ、隠岐のトモドにいた  
る執り船系鞘船ではも ムダ∇接ぎのようにぅ執りぬいた船底蔓・ち 前後方向に切って凌ぎ合わせ、  
広残する鶉摘紆を汚頼－て‰うたが、接ぎ、合わせには、ムダⅤ接ぎのように船釘を屑㌦、ゝず、木製の夕  
針計隕チ葦りり チョウを翔㍍㌧ 漆溌鳩めて‰うた。   
転3j 民紫蘇教科で隷は㍉ 九州東部、潮戸内海、闇提言、紀伊半島♂〕妻妾音程には、執り船の痕跡は認  
められをいが－ 考古学遺物でほ太平洋岸にも何カ所か風見されている。 
登ら妄二態 南九州から南西諸島に詳しな篭民俗学瀞∴昔こ‾野敏見きんの労作『南西諸島の民族i』  
∈ヨ9迅紗率、法政東学出版局う によると彗 穫デー島中トカラ列島から奄叢話島や沖縄率島ゆプ】㌦登山諸  
島碁ニ㌦らたる執り緻と接ぎ船には、「東和丸東舟海相ま と毎㌔うべきトカラ列島以北と㌔ 奄美諸島以南  
職「琉球親藩澱儀」職あ㍍だに≠磯瀾儀を別宅ことが1可能だという。後者にば櫓がなくて穫だ  
けW㌘あり鴇 梨棒過程に戯をするご鬼焼き ∈舷側を鬼で焙ってがもろげる、底部を焼くう は後者にだけ  
認めら軋る。   
鰍隠深紅紆軋∴‾醗酎翫緑緋勘に紅∴㈲縄紆サがこに詳しい民瀾尊濁上江洲均さんの『沖縄の  
暮らしとと民具』鵬露2年、慶嘉穂き にも認容れて㌦もる篭サバニの底板の接ぎ合わせに、先に革州  
の若狭清から君Yぎ山芸格沿岸、隠岐などで機われて♭㌔たタタラ、チョウな㌦うLチキリと同種の、フン  
－∴ ドゥ｝と呼ぼれる率咤びれの木製椚楔を用い慈ことだこフそして、本州では報告きれていない、  
ルータギと称サる曾釘を補助に弼む鳩という。。  
は 劉り船と接ぎ船の系譜   
と宅に賢ヨ本海側グ）本州から南西諸島にかけての、刹竜つ船と接ぎ船の系譜をこのように概観し  
たあとで海私が函館と常北太平洋岸で調べたことを思♭1出してみると、いくて）か興味深いこと  
－・・・・・・一1ゴ・卜・・・，   
に思い当たる（ 
まず、執り船を最も原初的な形で接ぎ■合わせたと見ることができるムダマ接ぎ＼船やカツコ船  
でも海底櫨を接ぎ合わせるのには鶏『望星』連戦汐）際も5恒盲（『望星』2榊7年3月骨）で広島県福山  
市鞘の浦の例を紹介Lた［写蒸1笥 2〕が、瀬戸内海で発達した、ツパノミ（鍔整）を攫って  
あらかじめ開けておいた先に、船釘のん血一種∴ヌイタギ（縫い釘）を打ち込んで園淀する訪■法を  
とる。写数3r叫恒6に示したように、地方によ＞つて船釘び〕名称が逼りてレ㌔るので分かりにくいが、  
納の浦のヌイタギに細芯サるのが∴函館椚薄う釘［等親3］∴下北白糠のヌイ釘［写蒸4］、、太  
船渡のタナオトシとニスキオトシ［写轟5ニト、石巻伊）オトシ釘［写轟6〕だ。注目したいのほ、船  
釘は太船膿ではすべて、他職3カ所では山部句 広綴（尾道椚船新教遊瀞など）に注意L℃聴  
許せたものであることだ。）正三島の釘の方が、品質が良いからという理由とは限らず、安い、地  
元で作れる鍛冶屋がいな宝なて〕たなどの理由に‰よる。以前私が山形県東石田や、三登県鳥羽  
でお請を聞いた船大工さんは、使い彗＝）すい船釘な・のでj芸島に注文して取り寄せると言っていた  
■－  
L∴連覇磯雄沌－で紹介した、柄び二瀾ぎの船釘作り三代目の根本碓叡さんも、宮城既約船太エから注  
文を受けるということだったから（鞠の繍8ニは、戦後でもS潮こから1綿紆の賠釘搾りの工藤があ  
ったたいうて）、し㌔ずれにせよ、船齢を偲■つた接欝一船の本場が櫛戸内にあ〆コたことは確かであろう〔。  
い舟亘j十すすむ  
私が砺の浦びう船尭工6代巨iぴう碇 鮪歩んの，H‡二筋で見せていただ転、た道具椚すJぺてが雪 明和3年  
（17抗6年）に番か軒Lた 許灘操船f胃擬聴解十二』に執 務整ち丸飽海摺親等身、も 要塞i解太りで上記述され  
ているから、こ捌馴覧までには旬 現在瀬戸内で使われている描き中船汐∋技術と道風が勺完成きれ  
た形ですでに瀬戸内にはあ㌦pたものた思われるr。   
も㌔ずれにせよ、今度私がお膳をうかがった≠ 函館と東北東平洋膵び〕闊武威鳩拍虹工きんは、慧  
ず和船－▼－ヘ一命般約幡楽をし、構造船㌔ で3慧り瀬戸内海塑の接澄㌢船をち船釘を摩って搾る仕草をLて  
いた椚で・∴紗掛からムダ管接ぎ尊門だ・〆♪たのではないひ ただある時期、軽愕な機船としてのム  
ダマ接ぎ船汐∋常澄があった、㌦つまり当時椛）紙数との教則蔑があった犯でb、構造船として碍和船  
作りげ〕技術汐∋ほかをこ当別り披塾汐）技法とその㌢ニめぴ〕通風を書恥3て当 ムダⅤ接轟か船も造ったのだ。   
剃り抜藩約遭鼎とLて∴下北∈F糠の安藤萎んが見せて下さ1つたのはr、l薫きツタ藍呼ぼれて』ちる憮   －‥－‥－－  
くえく’‘’か犯に掛かるた糾う。東鯨波齢藤巻んは知らなかっ紅かむ均 劾ッ勘沿には掛齢針拙作  
あろう。函館げ二）平石さん約ところでは、穐はモぅブタダ）こたをうかがわなかったので、肇民話でお  
訊ねしたところ、モッタはあるが柄は段銭、刃が円い形を！．．〆てし㌔るというこただった¢平石さ  
・ ・・    ：       ：                                 ・  
・      ・－       ■          ・・      －         ・   －・  
Lているこ）写廉を芋に∴鮮度電話でうかがうと彗 こういう形のガがついたチョー針ナを、函館で  
ほモッダと呼ぶたもノゝうた。   
七三！老アイ′選民族博物館学芸済でアイヌの船グ）撥門家、野射E博さんに電箔でうかがったとこ  
貯では≠野孝雄んがご存知グ〕アイヌが船遊りに使うモツタは、柄が短い型のものだとのことひ  
バ1   
写真2 ‥広島県福山市踊の浦の例  写真1：広島県福山市師の浦の例  
写真4：下北白根のヌイ打  写真3：函套官の藩シ董丁  
写真5：大船渡のタナオトシとスキオトシ  写真6 二石巻のオトシ訂   
←・－一再≡；－－′・  
いずれにせよ、こげ）棟の追払は、アイヌ社会  
へば青森県東北那の商都薄明鐸治屋が移住L／  
て伝えたという（。古くは、アイヌは劉礎石を  
柄に〆コけた道男で船を到りぬいていたがぅ鉄  
若芽もかなり早くから、船遊り左こ尋）酬うられ肘∈ 
いたようだ。 
太船渡の森きんグ〕ぎと汽ニダ》で見せていただい  
た、接ぎ合わせる板の潮汐）細か針凹凸を相磯  
に箋引きす叢ヵために二［∵表された、鉄板に竹伊〕  
薄い古にの先に忍をつふナる）を樽か）合わせ  
写票7 ニモッタと呼ばれる小型チョウナ  
た全段20センチにもみたないタサか・キまこし㌦う  
道具［写真鎧］ほ∴F北白糠W㌘も函館でも使われWどいたたが）ことで、、擦りノ紛わせノコ（練j で  
その墨線なシタに粧〝ブて接ぎ合わせる汐）だどノ底板は、函館で・獲摘簸でもカツ、ラがよいとされ、義  
の火で焼く。）かジョ船は近く銅山開式ギ僚機輝、司効用か仁、）6カ月乾かL〆てから使う。   
ムダマ接ぎ船は、函館の平そソ首一番んによれば緩距経げう移動には櫓婆）使うが、白糠、太船膿（カ  
バ欄り で劇酎紺頼ザ∵㍗墾鋸㍑欄が骨頼㌔ 仁欄ぼほ㌣机㌔某灘勝倒れ－－ラで作る、全  
長2メ…トル船級跡曜 伯糠伊㌘ほ縦様、大船渡では練かj機√ヒ尋ういう）をり音ヨいる（［写廉9二lは太  
船齢凋睨∴㍑摘瀾磯城と虹凝鯛腑議通計つぃ再ニ、か叫…プレ式で進行方紬二蘭を向けて漕く小。  
この漕法は和船とLwどは例外に属w㌻る（〕  
写真8：クチシキ  写真9：大船渡の擢  
竜骨船と外殻船  
（         毒っ｝       ・  ： ・        ・            ・・               ・・  
・ ∴            一  一  － －           ．■、   
・・  ・i     …．・ ∴       ．ト  ・        、 ・■：ご－  
でない、複数汐）板を観み曹わせた、♭うわ櫛る構j登船の作粧方とし℃は、蒐磯北欧のヴァイキン  
′バγ   
ダるこよって開発登れたとされる竜骨船に対して、政界の多くの地域に多様な形で見られる外殻  
船がある。竜骨船は、ち前後M方和二船体を下からまえる、濃い頑、£な竜骨】‾キール」に、直角方  
剛二助樹をたりつけ旬外から償攣板を打ちつけで搾る。外殻船は、弊感傷1東胡用摘Ⅷ感涙顧 く  
呼ばれる、外殻をまず造を）、痺仕切りなどの補強は、あとで内側から加える工程によるもげ）だ。 
魔骨船を遠洋のノⅤダロとすれば、外殻船ほエビなどの甲殻類に例えられることば、『望星』の連  
載でもすでに述べた ¢欝ユ5回、諾潮ア卒3月号う。   
業際の用途においても、竜骨船ほ、二監5匪紀末にコロンブスが東西洋を横切ってアメリカに到達  
Lたサンタ㊦で召プア号 州 残念ながらスペインに帰着はできなかったが ≠ のように、荒海を  
のりきる遠洋航海に紺レ㌔て♭うる。蛇足慧でに記せば句コロンプー罠のアメリカ到達5榊年を記念して、  
バブ♭セロナで造られたサンタ》マープア号と同型の船が、アフリカ南端の喜望峰を国元て∴ 晰戊沃  
けで神戸港に着き、いま‰港に繋留きれている1。意外にプj、きいのに驚かされるが、しかしいかに  
も堅牢に造られた竜骨船で、睨も舵も当時の最先端の技術を結集Lたものであることがう㌢かる。ノ   
既報閣汐津巨弾航海のためで雛ナれば、外殻船椚寿が造るのも容易で、積載の効率も㌦もい。ホ  
メ仙口説の静で有名な苗代ギヨブシヤの船も、ナ㌻姫川を航行Lた古里エジプトの船も馬 鹿質の  
レJ㌔音．㌔ン醇を獲った外殻船だったL。日本で瀬戸内海を中心に発達した、平家東軍や村上旗竿の  
鯨も、洗練された外殻法で造ら れて♭1た。  
は 暖ぎ合わせの技法   
酎科紆槻覚遺跡からも相当数発見きれている旬石器鞘工具だけで製灘可蘭度笥 一薄明雁凍㈲  
りぬもー篭た庚L東舟から旬 登らに進んで底を敢えて割〟′）て接ぎ合わせ、より広い底面を得る技法や、  
盛観亀こ側板を鼠してゆ乾技法をこは海 激職3柊のものを区別できる。）（ノげ）鉄釘，、と鴬に瀬戸内海  
つ七㍑甘み  
和船造りで・党達した独特職緻釘を笥 やはり瀬戸内海式の鍔生であらかじめ流をあけておも1てか  
∴ノ・一  
ら紺ち遠＆む接ぎ督わせ法篭 ∈ロき「勝締め仙iや「タダラーj なとか為 さまざまな名称で呼ばれて♭うる、  
砂時計塑％ な覧篭と㌦教塑に南端翻開㌦もた東灘汐）接合鳳雛整うも犯、（ヾノう）側板に究をあけて繊維で  
縛る縄綴じ法、である。   
このうち旬 道南から常轟県北部太平洋岸の磯舟の、底板を縦二㌦コに翻って薫ぎ合わせる「ムダ  
∇銅ギ」や包 同様の技法でゝ造ら鈍る、岩手県南部の磯舟「カツコ船」は、前巨糾こも見たように  
∈げ∋ の技法によって辱1怠る。田本海側でも、山形県汐3浜で使わ身∧Lた磯舟彗コ、最上川永遠の和船も、  
間騰だ。酒田港を邁じて、紅花交易が古式から京都とのあいだにあり、近畿、瀬戸内の影響が、  
船遊春フの技術各こお㌦もて‰、ニの地方にかなり直接的に汲んだためと考えることもできるだろう。   
∈ロヨ の技法は旬新潟以南の冒二率海沿岸諸地方から、南西諸島にいたる地域に、民俗資料から  
報告きれて‰もる 沌機番俊『民俗資料による親船の研究 － リリコ、モロタ、卜そドを中心とL  
て』日本民家集落博物館彙報Ⅲ、1960；下野敏鼠『南西諸島の民俗‡』法政大学出版局、ユ98獅。   
ただへ勺沖縄のサパこに詳しい横井箆伸さんによると、サバニ椚底板を割って、藤やタタラで  
緩く鍋ようになったのほ明治以後で、それ以前サバニの底板は常に丸木を削っただけ♂）ものであ  
ーーー占さ－・一－，，   
／ノ）たという  
㌢娯狛訊掛綴払矧が提起悌る開願   
けり げ痛錆㍍津虹ゾ日立狛紬は、アイヌの「イタオでサづ」、校イーJき縄綴じ船だ。〕蔓〃巨奉げプアイ  
ヌ以外刷柚裁かβ）は、組織置こ船ほ、射ゞ学瀞嘗勿から｛蛋）、民鮮露利からも匁匠拍r㌃いなレ㌦よ酎こ  
（U）〝う鵬やぎタラを川い′ど酬激を継き、jと」朋友法は、アイヌにはない√Jただ、船でほないが、本  
紛糾離里H瑠脾摘∴ 腕漕瀾」酬個数の槻甘掛補し㍍紬れ醤痛瞞ほ瀾働飴所蔵翔ア不利那  
覇料（㍍紺須ト∴ 豊かムきりh認めることがて渡る膏緩紺」   
これは笥銘打訓戒肛 ノ酢酢はm橘汲腑11（い汗かかなり大型で厚い本の盆昔磯雄≠ 薫雄鳩摘摘胴  
を砂時☆憫一匪欄障㌦ ば泄鍼瞑㌢㌣∴狛椚勘合し㌃あり∴他に縁椚細分で∴カ所、これは砂磯計働  
かいうよりはや弊不党灘濯欄摘膵鋤一匪㌧おそらく猷骨製紆∴虹射精＝パ㌦膵はほか闇㍑1とい  
つかな町㍍郡照射銅騨机パ牒戎＝北瀾逓研いく甘か瑚酬離椚㍑紬ほ豆き、波瀾歯科を粧  
＝㍍豆はで針餌巨雄藩＼準急離射は戊は∴串邪脾柑ゼ掛か虹匡＝ニよノうな楔で繊幡L  
てあるのをを払宍叫：こ〔空かある、と妄弓㌦ノ）てい粟三 
断㍑㍑ルなど細鋸両賞㌔かな机瑚緑摘戊た針㌃剥かも、劇みを太れて搾る勝誓ニ）タタラ  
は∴敷掛打払町胤絡針仏覚たすると思われるが、鹿陶製、軟骨梨であ絢ば鴇有終でも加⊥は－j  
紛であろ圭一穐息略代椚本椚邁蘭漂∴剤や磯翌潮来漑藩抗職場悌甥たか巨縄波一糾闇脛紬粧揖軋  
小姑凰推計んに矧閏Lたとこ務句 ないとい香お勝率をいただいた   
抑時に、アイ潔椚船明機明滅句 河爛猶欄抹  
述べる蘭瀾を 川来 轟県酬敷き 曾イふリー替ろ・慧′アに  
かけて択㌔ 揮わ巨十濃卜＝ネルり㍑椚躯牲楓機椚  
舶紺㈲銑と卯ち 興味ある凝磯植漕甥雄摘膏㍑  
てい意㌧凝胴寵を付り減＝∴惹いな茂雄鍼酢な丸漆  
鉦 rサ十卜椚樅「アツ里∵」は∴ ㌢＝＝  
擁油弛J型澱戊糀吠し∵つまり親木朴頂戴習  
狛姉雄摘類て極り魚酢針獅翔一言争に鉦〕えこ  
催を∴舷側椚蕊点なLに旬 ＝注旧識凍抹油汗  
〔吉ぎ婆哲ミ   
ニれに隷＝∴て宍を凋吊右、パ酢極凋凋臥で崩巨∵  
足すぅ ㌶Åから多孔数億湖鍔㌧城ほ症㍑∴ぺ  
臥酢雛紛糾拙か瑚わもト＝捏巨捏畑lでは旬  
漕㌢机描紆ほ埴服曹を向軒㍍教鯛粧雷詣  
でりながれたオ伸雄い涙雨 ～‡離郷催「アシナ㌢1  
L‘ 銅雛㍉ ご凍戊湖眠磯」りまり舶履に近㌃  
船町温打方向に向いて康一ば」緋よ∴銘打操舵  
写票Ⅲ：ひび割れを、脛角製、獣・笛製の手業て  
修描した木製の蕊   
トtl   
様「サッカイ」し泳そら式日葦讃沌「早碓」から取りス、れられた譜であろうという）を両手で掘  
って凍に浸し、舵を取る。2Å乗りの刃、塑の「イタオマザヅ」で咤㍉封封ナか向に背を向けてオ…  
ルを漕ぐAがユプ㌦、操舵擢を操るÅがヱÅ船尾に近く進行方向に向いて座る、ということにな  
る。場合によって帆を掲げるような大型船の場合は、か珊ルを漕ぐÅの数がもてJと増える。   
これらアイヌの攫に関する資料ほ、私は白老のアイヌ民族博物館∴二風脊の博物館での展示  
から得たものだが、薫－の後、アイヌ文化の歴史に詳しい札幌大学の本四優子きんからのご教示  
によると、文献で検討すると、アイヌ語にこれらの碓の多様な名称は存在するが鴇 パドル塾望と  
オルル塑の区別がはっきりとした形であるかどうかば≠留保すべきだという。。   
沖縄のサパこも、完全な剃り船底のも椚は巨パドル塑釣耀で漕ぐ。南西諸島丸凍瀾慨闇魔ほ  
試みた下野敏見きんは、前掲番の34・0から3媚常にかをナて、トカラ列島以北を東和の影響の強い  
「東和丸木舟」経書、奄美諸島以南を「琉球丸木舟」圏に分け、「一大和丸木澱」匝には櫓があり、  
舵も東き電長いのに対し、「】琉球丸木舟wj 圏では櫓も舵もないとしている。   
私が調登Lた函館と北東北太平洋岸の、執り船が基本になった捲きP船は、鰭より篠が主にな  
って射るが、漕法はパドル塑ではなく、前述のように和船としては例外に属する舷側にま点の  
ある進行方向に背を向けたオ伽ル型だ。そして製作過程における底面グ）尭焼きは、あったり  
∈下北白線、大船渡ラ、なかったり（函館∋ する。つまり、ここで検討した函館と北東北太平洋  
岸の準例は、下野さん♂）二分における、トカラ列島以北のl仙東和丸木舟圏」と「琉球丸木舟圏」  
の両方にかかって、ある面では以北に、他の面では以南に、、位置づけられるだろう。ニ♂）こと  
は旬 アげぷ華北牽北も視野に乱れた場合∴下野さんの二分には、若干耶臓償が必常になること  
を示唆Lて辱うると思われる。  
東南アジア島唄部との類似   
だ猟 きらに常に下って、凍南アジア島麟部の船とアイヌの船との幾許似点にも、注目し書沌㌔  
F     ●  －   － －、              ●    － －  
・、      ・   ・・－    －         ．    ・．i             ・  
一             一        ・            ・  ■    ・ ・  
板を付けダニものだが、側仮の取り付け詔は、アイヌのような縄綴じでな宅、日本海沿岸西南部  
の技法と共通する、東片の楔による園窺だ窺   
ヤミ族が）船につ♭㌔ては旬戦前から鳥居龍濃、鹿野忠乱国分直山【一などの先覚者が、現地調査  
に基づ電熱味探訪Ⅴ研究を潰している〔鳥居龍戒『紅旗醜土俗溺愛報告」‡凍束帯図太単、1鮒2、  
「台湾Å類単調登報告」『東京人類勢静雄誌』1舶号舶0軋鹿野忠雄「西南太平洋の劉組合わせ  
鰯凱倉『紫蘭薮細餐民族学先取学研究』索敵森島音鼠ユ9弧国分直－「牽亜地隕梅をめぐ■つて＿j  
『環シナ海民族文化考』考古民俗叢番ユ5、開明凱i976）。残念なことに、側板の桓魔の仕方につ  
いては、記述が明確ではないが、鉄の船釘を馴うたものでないことだけは確かだ。   
生前私も爛Å的に東陶を受けた松本倍額先生も日本古代の船と、東南アジア島幌部の西か州  
一一叫ト   
ストロネシア語族の地域の船との類似に早くから注目してきた（松本倍額「古代の舟」『日本民  
族文イヒの起源』終談批197郎。松本先生の高弟で、酉オ岬ストロネシア語族の飛び地げ〕ような  
ソロモン諸島を中心に、琵単著古学も生態学の研究で太きな業績をあげてきた近森正さんも、  
東南アジア鳥悦郎とほ寒とが〕関係に関心をもーコて来た研究者の一山ノ人だす。ソ1コモン群島の執横組  
み合わせ船とヤミ族のサヌリグランとの類似は旬鹿野忠雄の前掲番にも、ベルナツイ炉叫夕の民  
族誌の写蔑を参照して指摘さ讃≠ているが笥 近藤さんから瑚臥人的ご教示によると、琴ノmをン群  
島の古い船はヤミ族♂）チヌリタラン各こよく似ており、しかも側板に究をあけてヤシの繊維の縄  
で縛って憫1窟したものであるというr〕   
縄綴じ船はY，私も直接調避Lたこと椚ある、イン牒牒げつリカ東海岸で古くから活躍してき  
た「ダ桝軋i彗）笥酋アフリカ内陸のニジュ如“・ル川太湾曲部でこれも省くから慣われてきた1太  
小の縫合船なと号から考えても、側板の財宝の技法としては、昆三く用いられて当然と鷹㌧われる。  
■、－－－一  
轡も受けたであろうし、東の機による側板の固嚢凝瀾が用いられて婆）私琶し議ではない。だが磯  
南アジア捌癖躇汚や西部牙㍉たアニアでは、アイヌの腐鎗と同じ縄綴じの技法が〟W一山般的だったと肇成  
ることは鷺当ではないだろうか。  
ヤポネシアの視点ヘ   
アイヌ伊〕縄綴じ船と、東南アジア鶴惧部や西部顎巨短アニアの船との斬似に関心を抱くダ〕も、  
アイヌを初めとする日本列島住民の由来をく、3¶”〟損万年前、謁ンダランドつまりまだ太帽に陸続塾  
だった東商アジーァ塵幌郡から、北藩呵の先細移動に求めるÅ－瀕学の有力な見方を、潜まざまな  
衝から探ってみたいと′駁うからだ。   
現在日本列島椛）住民の由来に関して．J、凝あ広く覚左ラ什ÅれられてV篭る釧豊海 この汲ンダランか  
らの北H紅二を考える「二濃構造論－き だ。自然ノ軋灘蔓草瀞激増原和郎さんが、主として人骨の形態の  
比較研究をあとに提出した仮説が、さま潜粁ゝ慧な関連領域の研究者によて）て彗 批判的に検討きれ、  
i・ ご ：  － い・ t・：i． ・： －    ． －．・ ‥・・：   
r二登構遊解明j を私なりの理解にしたがって要約すがLば、以下のように電ごるひi5叫・扁ヨレ2万年あま  
㌢用恥ニアフリカ太陛を出た、私たち硯壁泉源グ）先祖の－m潮Sであるモンゴロイドは∴閣アジアか  
らインド北部を通って，、およそ5万年繭、紫蘭アジア大陸部と現在のインドネシアなLどの鳥腕  
部が太順に陸続きになって灘作っていた、「凄ンダ’ランド叩‡と学者が呼んでW戌地域に透した（。  
そこから分かれてきらに南下盲㌦たⅥ一増βは、、オーー∴筑トラリア先住民の先祖となった。北丑－して硯  
在のフィリかば鉦あたり針経庸して、四方年前から三芳年前に阿寒列島に達した人たちは、旧  
石器時代を経て、寒がて約叫叫㌦万年つづく、定住廉落と二転二舘をともなう世界で・あユニ叫タな縄文  
文化を生んだ∴絡寛人開発祖の濱質な∴郵たな≠た   
明血方、スンダランドからアジア大陸磯部を三万隼ほど前かペlプア索郎まで北上して寮玲他に適応  
し、胴が太く手足が短く、顔は偏平で曇邑深くなく、…′溜まぷたの、多くの学者が「鰍紺宵叫  
，・・－－－いl＝   
ド」と呼んでいる丸々が形成きれた。そぴ）叫十那は南下して、潅漑稲作と金属器をもって、23鋤年前  
か‰う少し前くら♭洩の時代からも阿波にもなって巨富本に渡来L、弥生文化をつくる主流となった。   
このような目茶列島住民の二重構造論から、身体特徴〝）上でまったく寒冷地向澄でないアイ  
ぷた簡閲沖縄都濃鳶戊とダブ、顔立ちだけでを宅基層文化の類軋 Eヨ本列島馴ヒ部げ）文化の、西  
南日本文化との違む為るごどあ理解できる。   
糾うまでも患宅≠ 倍率列島和偏屈すべてが∴ こ鍔二墓構造の移住者の子孫なのではない。北  
澗サブ為さjン経由で東部シベリアからÅってきた丸たち、も 太きな移住の波とLてではないが、朝  
鮮半島から渡来してきたÅたちが、列島にもたらLたものもある。，だが南方起源の縄文人と、  
寒冷地適応した東経系び）弥生先が、日本丸汐）主流になったという太筋では、二重鰐遷論がほぼ  
受け太れられて弓J鳩と言って良毎ゝだろう。 
アイヌが縄文時子覧の列島住民と遺伝的連続性をも㌦○ことは、」Å、類学の現在汐鳩目鼠からほぼ疑  
も㌔ごなももとされている。ヒトのⅤ染色体の｝一冊灘がモヨ本別島紗筐民全体に高い頻度であり、これは  
浄罪に例か鳩ぺ、「関本別儀濁潤一－カーー」とみな登れているが＼ニ卵巣偲瀾濁儀磯藩鳩派牒拉噌  
感首アイ潔なのである（」分子Å東学朔鮮血山嵐者である篠本窓前さんほ1、すでにi紬綱三、適法予・学的  
研究に£って句 フィリッピン職ネグリー卜鰍裾引熱が㌢ ＿ヌ♂う菊陽も明らかにLてもぅる 
鳥芳′、アイヌ語は索＄′㌦雪盲jアヤアメ 音βカ北西部なとすが〕住民の言語とも、日寒譜ヴとも類縁関係  
をもたなも㌔㌔が㌔ r弥生嘉化範のヤで卜言葉が。琉球や日本率土に庄こまる㍍、前にほ笥 少なくとも吾］  
本別鳥牒璃ほ纏摘鋸凱1アイヌ語かアイヌ語ぽう観語を話して転泡ただろうとみる言語学者は温プゝな  
らず転も義。歯を嘉ガめとする先覚学約研究成果によっ）て、‰ 縄文メ＼ゝぴ）南方起源が確立されたとすれ  
ぼ乳 首語■に♪つむ篭ても、アノぜぷ諾をと、商議仲山罠トロネシア諸譜との額縁間隙をタ芸汎に調愛すること  
痴訂ノ鳩 やb扱が〕登繋な課題毎こなるだろうし〕   
冒本別鵜殿注民とそ椚二藍官ヒを旬 黄河文明以来の硬質を：覚櫓太陸汐）∴乗汐3外れの焼きだま噂と  
して位置づけず、鳥1穫敏雄が接唱L〆た「ヤポネシア▲j という笥妹約カにしる：やかに支えられた、  
南海釣鳥埼から紆視点でたちえ渡すこかそ身■Lは人類学の現在の葦夏子㌢究成果からも、むL〆ろ当然  
か露ってよ㍍悠 法甘鳩ほ鍼招トM禦剰緋弊静∴紺青学者鳶宣た潤ほ慄仁一さんは¶ ヤポネシア毒り硯  
薫から。短 闘つの寛厳飽準海旬 頭巾添加ツタ海、日本海％ 寓シサ海，句 商ミ〆ナ海によって尭陸と指紋  
した列島とLて、日本列島を南から挑めようとした。   
ヤポ率シア職級薫からの毎 日本別ぁのとらえ直し、それは ぎⅧもうひとつの巨ヨ本代び摘霞j ダ蟻  
うひとつのあり方勺ぞもあるだろうこ。  
確稿は、東海教育研究所汐）月刊 許篭望星』に、2年間逮敬した「もうびとつ滞日寒や成爛」の鰐  
ユ部欝22臥 鰐望3寮終回として、障ぎ誌20揖7年ユ0月骨、もユ月号に掲載したものである。）同誌び〕許否〕J  
を得て、訂比較民俗学研究』に転敬するに また、ニの連載に太幅に加筆Lたものは、ね単行本『も  
叫うぴゝとつ椚田革への旅wモ〝ノとワザの原点を探る…』として，、2紛わ呂窄3月上旬に、中東公論新社  
から判衝きれるので、関心♂）ある方は参照Lでいただきたい。川田順蚤  
－汁2¶   
